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＜連絡事項＞

・勤労者の予防医療という観点から、運動指導と栄養指導の研修の企画を行っています。講師はいずれも青森労災病院　勤労者予防医療部のスタッフです。運動指導は、基本的に全員参加とし、参加料として５００円が自己負担金としてかかります。栄養指導は、職員検診で生活習慣病予防の必要性を指摘された職員及び栄養士、他に希望者は自由に参加できます。研修費は法人の負担になりますが、希望者の場合は自己負担となります。研修の日程については、決定次第お知らせするとの事です。

・先日の第3回薬事委員会での審議の結果、次の品目が新規採用となりました。

①ジェイゾロフト（抗うつ薬：ＳＳＲＩ）25ｍｇ錠（継続購入）

②ヒューマカートＲ注キット（速効性インスリン製剤）（継続購入：期間限定）

・准看護学生の夏休みについての連絡が来ています。１年生は7/25(火)～8/17(木)まで、２年生は7/25(火)～8/18(金)までとなっています。２年生に関して、臨時実習期間が8/21(月)～11/20(月)の予定となっています。夏休み中は主に環境整備を行っていく事となります。

・毎月の月次報告の作成を行っていきます。それに伴い、維持統計や看護記録等の記載を怠らずに行っていきましょう。

＜患者様連絡事項＞

・佐藤　節子様～８月からの外出訓練内で「高額医療の手続きをしに市役所に行って来たい」との希望が聞かれています。主治医に情報提供したところ、本人の調子を見て調子が悪い時には延期する等の対応で、外出する際は必ずスタッフが付き添い、そばを離れない事という条件が出ています。最近は、他患者様に対してのイライラや金銭面での不安があり、他患者様を怒鳴ったり気分の落ち込みが見られていましたが、自ら自分の気持ちを話す事ができ、振り返りも出来ています。外出訓練に行かれる際や帰院後には、本人の気分の状態や表情について観察していきましょう。

・長谷川　陽一様～本日、皮膚科診察行っています。右第一指、左第三指陥入爪部の痛みを訴えていますが、アズクロ処置で様子を見ていくとの事です。引き続き、創部の観察（疼痛・発赤・腫張・熱感・表皮剥離等）していきましょう。

・板橋　雅勝様～左足第一指の爪部が化膿しており、本日皮膚科診察しています。アズクロ１回／１日、サマセフ（抗生剤）4×ndE ２日分処方となっており、飲みきり中止となります。7/31(月)に再度診察するとの事です。創部の観察（疼痛・発赤・腫張・熱感等）していきましょう。

＜作業報告・検討＞

・晴山　長司様～作業には参加していますが、ぼんやりや居眠りをして集中力に欠けており、意欲的でない様子が伺えています。作業が簡単なものを勧めると「簡単すぎる。馬鹿にしてるのか」と話し、拒否をして居眠りをしています。何かを作ることが出来ないのであれば、話す事が好きとの事なので、話しをしにきてもらう等楽しみ作りの場として参加してもらい、活動性の維持を図っていくとの事です。

病棟からは、読書が好きな事、魚に詳しい事、カバン屋の仕事をしていた為、この話題になると表情が豊かになることから作業で活用できないかと意見交換しています。

・佐々木　みね様～作業中に「体が痛いから帰ります」と話す事あり、その時はスタッフがマッサージをすると気分が安定し最後まで参加する事ができています。また、気分によって、作業が出来る日と出来ない日があるとの事ですが、出来る日は自ら準備して意欲的に参加されています。本人には、楽しんでもらう場として参加して頂き、活動の維持を図っていくとの事です。

・佐藤　昌宏様～作業に参加していますが「背中がムズムズする」と話し、途中退席していることがあります。以前に比べ、立ち歩く事は少なくなりましたが、手休めをしたり居眠りをしたりと集中力に欠けている様子伺えます。今後も、最後まで参加できるように関わっていきましょう。又、昨日の診察時にソワソワ感があり座っていれないとの訴えがあり、抗不安剤が臨時処方となっています。ソワソワ感の有無・程度・日課や作業の取り組み状況について観察・確認していきましょう。

・市川　真紀子様～「先生が行かなくていいように手続きしてくれたんです」「今日は外泊予定だから行かない」等の妄想様の発言聞かれ、作業を休んだり途中退席しています。参加されても、スタッフに話し掛けたり、声が高かったりと気分の高さも見られています。まずは、現実検討を促し作業にも参加できるように関わっていきましょう。また、与えられた作業のやり方を聞かずに勝手に進めることがあり、計画性のなさも見られていますので、本人とも話し合い、計画性を持っていけるようにしていくとの事です。

・種市　久子様～弟様の面会後、鉛筆で自分の腕をひっかく行為見られています。作業は拒否なく参加されており、スタッフより患者様に話し掛けることが多く見られています。本日の面会の際、外泊について訴えていますが、弟様より外泊は出来ないと話あり、8/12(土)・16(水)の9:00～16:30まで外泊希望が出ています。（8/12→施設に子供を迎えに行く、8/16→子供と遊ぶ）また、9月に住宅補助が打ち切られることについて以前までは早く退院して子供たちを引き取ると話していましたが、１、２週間自分で暮らして様子をみてから子供を引き取ると話されています。このことについて、兄様は本人の考えが変わったことを高く評価しています。主治医にも情報提供すると、「本人がそう話すのなら退院してもいいのでは」と話されています。自傷行為がもっと激しくなってきた時の事を考え、各自、種市様の行動を分析していますか？自傷行為は面会後・電話後・入浴後に特に行っています。言いたい事を言えない為、体にぶつけてしまっていると考えられます。今後、言いたいことについて、看護・介護ともに言えない事に関して、スタッフサイドが汲み取って関わっていきましょう。

＜Ｄｒ川端担当患者様ケースカンファレンス＞

・晴山　長司様～血圧低下あり、血圧昇圧剤が処方になっていましたが、眩暈の訴えなく、低血圧から正常値になってきているとの事なので、内服薬継続処方とし、以後定期となっています。

日常生活面で入浴等行った事をノートに記載することになっていますが、本人が面倒臭がりスタッフ記載させていることがあります。今後、日常生活についての表を作るか本人用にカレンダーを用意してもらい、必ず本人に記載させるようにしてください。ベッドに臥床していると苦痛さが強いようです。億劫な様子が伺える時は、プログラム誘導時に声掛けし立ち上がった時に行ってもらうのも良いかも知れません。（カレンダーは、ご家族が持ってくるように連絡をとっています。）本人への対応として、認知症の方に対する対応で、訴えがあった際には本人の理解度を確認しながら、ゆっくり・ハキハキした口調で、分かりやすく説明し、一つの事を終えるまで見届け、終わったら次の事を伝え、行ってもらいましょう。

又、カレンダーの黒色の数字がはっきりと見えない等の訴えあり、視力低下してきている様子が伺えています。兄様に眼鏡を持ってるか確認すると、眼鏡は持っていないがコンタクトレンズを使用していたとの事。自己管理が難しい事を考慮し眼鏡を作る事にし、ご家族からも許可いただいています。以上をＰＳＷ下平さん情報提供し、生活保護の方なので市役所への連絡をお願いしています。

・佐々木　みね様～本日、ハロマンス(50)１A 右臀部に筋注施行しています。

・新山　潤様～退院日が、8/5(土)13:30になった事を本人に伝えています。初外来日は、8/9(水)10:30となっています。退院にあたり、主治医と４つの約束事を決めています。①薬を飲むこと②２週間に１回通院すること③２週間に１回注射をすること④両親の注意を聞くこと。本人からも「ずっと続ける」と話されています。退院後は１週間に１度訪問看護（十和田方面の）を利用していく事で、ＳＷ下平さんに御家族に情報提供して頂くよう連絡しています。退院時処方は次回の診察時に処方して頂いてください。

・佐々木　康子様～7/24(月)に家族面談行っており、今後についての話し合いを行っています。母様に対しての陰性感情が強く２人で暮らす事が出来ない為、退院後は八戸周辺で１人暮らしか施設へ入所してもらうと話されています。御家族は北病棟への移棟に関して、どこかに勝手に行ってしまうのではないかと心配されています。3年程前に離院した事があります。カルテを引き出し、主治医が確認するとの事です。また、変薬してからも面会時ご家族に「スタッフが私を見張っている」等の発言聞かれています。スタッフに妄想体験を話す事はない方なので、表情・動作の不自然さ、普段と違った服装やズック着用などを観察していきましょう。また、他患者様が自己服薬している薬を大量服薬されたことがある方なので、突発的な行動にスタッフも充分に注意していきましょう。






















